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種々の太陽定数の値のもとにおける灰色大気の多重平衡解の調査を行った. 使用したモデルは南北 1 次元のエ

ネルギーバランスモデル (EBM) と 3 次元プリミティブモデル (GCM) と である. 地表面アルベドの値は, 表面温

度が結氷温度未満となる領域では 0.5,そうでない領域では 0 とした.  

 

EBM を使用して様々な太陽定数のもとにおける平衡解を求めた結果, 平衡解は以下のように分類されることが

わかった. 

  ・全球凍結平衡解:  

    惑星表面全体が氷で覆われた平衡解. 

  ・安定部分凍結解: 

    氷境界緯度が約 30 度から約 70 度までに存在し, 低緯度領域には氷が存 

    在しない平衡解.  

  ・大極冠部分凍結解: 

    氷境界緯度が 0 度から約 30 度までに存在する部分凍結解. 

    不安定平衡解であり, いわゆる大極冠不安定 (large ice cap instability) 

    に対応する. 

  ・小極冠部分凍結解: 

    氷境界緯度が約 70 度から 90 度までに存在する部分凍結解. 

    不安定平衡解であり, いわゆる小極冠不安定 (small ice cap instability) 

    に対応する. 

  ・安定氷無し平衡解 

    氷が全く存在しない平衡解. 

    太陽定数の増加ともに全球表面温度は増加する. 

  ・不安定氷無し平衡解 

    太陽定数の増加ともに全球表面温度が減少する氷無し平衡解. 

 

これらの解が存在できる太陽定数の範囲は互いに重なる場合もあり, これによって多重平衡解が得られる. 例

えば, 現在の地球における太陽定数を与えた場合には, 全球凍結解・大極冠部分凍結解・安定部分凍結解・不安定

氷無し平衡解の組合せの多重平衡解が存在する. また, 上に挙げた全ての種類の平衡解が解として存在できる太陽

定数の範囲も存在する. 

 

GCM を用いて太陽定数を変化させたパラメータスタディを行った結果, それぞれの種類の平衡解が存在する太

陽定数の範囲は異なるけれども, 解の分岐構造自体は大きくは変わらないようだ, ということが示唆された. 


